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要旨

本研究では、ファッション教育においてグローパル人材を育成していくために、グローパル人材

育成推進会議がグローパル人材の要素のlつとして挙げた f奨文化に対する理解Jを育む教脊実践
の一事例として、民族衣装を題材とする教材開発を行いその笑践と検証を試みた。本研究ではまず、

民族衣装のカタチ(形態、・形式)に着目し、参加盟学習の手法を取り入れた2つの教材「民族衣装

を作ってみようJ(シミュレーション教材)と「民族衣装を分類してみようJ(フォトランゲージ教材)
からなる学習単元を構想した。さらに、この教材を、ファッション系大学の学生を対象に実験授業

を行ない、その学習成来を、授業者による観察および事前・事後アンケートをもとに検証した。そ

の結来、学習方法として取り入れた参加型学習が、学生に能動的学びをもたらし、かつ、奨文化理

解の視点として取り上げた文化的多様性と共通性の受容という点で一定の効果が見られることを示

唆する結果が得られた。

(キーワード 民族衣装:Folk Costumes，奥文化理解:Cross-cultural Understanding，文化的多様性

と共通性 Cultur百1Diversity and Commonality，参加型学習:Participatory Learning) 

1. はじめに

我が国政府は、 2011年5月に新成長戦略の一環

として「グローパル人材の育成jを推進すること

を決定し、グローパル人材育成推進会議を発足さ

せたことを皮切りに文部科学省、経済産業省、など

で具体的な施策を展開することに着手しはじめ

た。グローパル人材育成推進会議の審議をとりま

とめた「グローパル人材育成戦略jによれば、グ

ローパル人材とは以下の要素が含まれることを挙

げている UO

要素 1 語学力・コミュニケーション能力

要素II:主体性・積綴性、チャレンジ精神、協

調性・柔軟性、責任感・使命感

要素臨:異文化に対する理解と日本人としての

長文化学園大学

-33 

アイデンテイティー

ファッションビジネス分野においても、生産と

活費の南側面で台頭する中間、インドなどアジア

諸国への対応及び、ファストファッションの潮流

の中での欧米系ブランドとの競争など、グローパ

ル化に対応する人材を育成していくことは喫緊の

課題となっている。それゆえ、高等教育でのファ

ッション人材養成においてもグローパル人材の要

を育む教育を行なっていくことが必要である

が、その責を十分に果たしているとは言いがたい。

本稿では、上記の要素孤のうち「異文化に対す

る理19むを育むファッション教育の一事例として

民族衣装を題材とした教材開発について報告す

る。民族衣装は、異文化理解教育や国際理解ー教育

のポピュラーな題材であり、小学生向けの学習閉

山 4)や高等学校での実践については報告され
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ているが、高等教育における実践研究の報告は

見られない。本研究では、今後、民族衣装を題材

とし異文化に対する理解を育むファッション教育

の教材やカリキュラムを構想していくことを念頭

におき、その第一歩として「カタチ」に着服した

教材開発と実践を試みその成果を検証した。

2. 教材 f世界の民族衣装~カタチの多
様性と共通性Jの概要
民族衣装は、それぞれの文化を反映し多様なカ

タチ(形態・形式)を持っている。本教材は、世

界の民族衣装のカタチを切り口として、文化的多

様性と共通性を理Wtすることにアプローチするも

のである。

民族衣装のカタチf!1Jち形態にはいくつかの分類

方法がある。学術的な分類としては例えば、小}11 

安朗は、腰布型、掛布型、貫頭衣、商j開型、体形

型の5種類に区分している~ 、田中千代は、

自らフィールドワークを通じてコレクションした

民族衣装を、まく、あな、わ、はくの4つに区分

している。本教材においては、厳密な学術的な

区分よりも、感覚的、感性的な区分を ff~ いること

がふさわしいと考え、問中千代の分類を採用した。

教材作成にあたっては、学習者が主体的にlliz.り

組めるように参加盟学習船の手法を取り入れ、シ

ミュレーション教材「民族衣装をつくってみよう」

とフォトランゲージ教材「民族衣装を分類してみ

ようJで構成した。各々の教材は、 45分程度で

実施可能なものとし、大学の授業であれば1コマ

(90分)で行えるものとした。また、高等学校の

J受業であれば2コマで実践できるようになってい

る。全体の学習指導案を表lに示す。

教材1r民族衣装をつくってみようj
人体模型(デッサンドール)、布、はさみ、ホ

チキスを用いてグループごとに、簡単な衣装を制

作するシミュレーション教材である。主として「共

通性Jを発見することに主眼を置いている。人類

が植物繊維をつむぎ原始的な機を用いて織る技術

を手に入れたことから多様な民族衣装が生まれて

いった。 逆に言えば、多くの民族衣装は、シンプ

}vな生産技術に根ざしてつくられているものがほ
とんどである。それらを体験的に学ぶことがで、え

るよう、布、はさみ、ホチキス(縫製技術を単純

化したもの)での衣装制作に取り組むアクテイピ

ティである。グループごとに制作された衣装を、

まく、あな、わ、はく、その他の5つに分類して

教材lを終える。

教材2r民族衣装を分類してみようj
教材 lで学習した4つの分類概念を用いて、 i止

界の民族衣装を分類するというアクテイビテイで

ある。民族衣装は、カード化されており写真、民

族衣装名、国名、特徴が記載されている。学習者

はカードの情報を読みWtきながら、世界の民族衣

装を4つの区分に従い分類していく。教郁が一方

的に、民族衣装を紹介する知識伝達型の授業では、

つまらないものとなるが、グループでデイスカッ

ションしながら分類することにより、興味関心を

ひきつけるとともに主体的な学習活動となる。

取りあげた民族衣装は旧中の分類したものを基

本として世界の多くの地域をカバーできるよう記

臨し 16の民族衣装をカード化した(表1)。分類

のアクティピティを通じて、 4つの区分の中にも、

各地に多様な民族衣装があること(多様性・将迫

性)に気づくことがねらいである。

学習者が分類した後、 19平答を行う。解答は、カ

ドの裏面に隠されている。分類したカード

返し、そこに描かれた図柄を組み合わせて「まくj

fあなJrわJrはくJの文字が出来上がれば、そ
の分類は正Wtである。文字パズルが組みあがらな

い場合は、分類に間違いが含まれていることにな

る。学習者は、文字パズルを組み合わせながら主

表1 民族衣装カードの種類

サ1)ー /¥-.チュンカベン チマ ケンテ
まく I(インド) (タイ) (車章国) (ガーナ)

あな[ ポンチョ ケスケミトル ガラピア ポンチョ ; 
(チリ) (メキシコ) (エジプト) (ヲイカレン銭i

口ンジー サロン パー・シン リエン
わしiミ、 ヤンマ J(マレーシア) (タイ) (中国)

シャンボール| トンボン |パンタネス jレーターボーゼンi
はく I/"/;' ::_J: ¥ JV I/~.~:;':J~:: ， ¥ I /~::::::: ::¥ I 
(イラン) I(アフガニス空ン)I(グアテマラ)1 (ドイツ)
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表2 r世界の民族衣装~カタチの多様性と共通性jの学資指導案
対象ー文化学関大学現代文化学部

国際ファッション文化学科 スタイリスト・コーディネ ターコース3年 (34名)
授業者.重量泊 かおり(文化学園大学助教)

教科領域との関連性

スタイリスト・コーディネーターコース必修科目「スタイリスト論IIJの1コマとして実験授業を実施した。

実施持綴:2012年7Fl13日 l総時数:1コマ (90分)
教育閏穣:

{知識・理解1
・世界には様々な民族衣装があり、その形態はいくつかのパターンに分類できることを知る。

・世界の民族衣装は、その土地の気候や風土、文化と結びついて発達してきたことを理解する。

{技能]
・分類パターンにもとづき、カードに警かれた情報を読み解きながら世界の民族衣装を分類するこ

とができる。

{態度1
・メンバーと協力し、クループワークに主体的に参加することができる0

.民族衣装に関心をもち文化的多様性を肯定的に受容することができる。

展開計画

キーワード

(学習内容〉
民族衣装

異文化理解

文化約多様性と共通性

〈学習方法〉

シミュレーション

フォトランゲージ(カード教材)

主な学習活動と学習者の意識 留意点

ん
V
A
ふ
A
，

b
q『+
P
1
4
4
ι

{発凋・活動の指示]

T:大昔、人類は、植物から綴維をとりだし糸をつむぎ、それを機て。織って布をつくるこ
とを発明しました。その布からさまざまな服をつくりました。皆さんも布を手に入れ

た当時の人になって、配られた道具を使って綴をつくってみよう。

JXI [共有]どんな股が出来たか発表

要|グループごとに発表する イメージしたこと/工夫した点/苦労した点/綴の名前

裟 i
をI [解説}民族衣装のカタチの4分類

空IT :民族衣装を収集・コレクションした白中千代という人は、 j世界の民族衣装jという本の
';1 なかで民族衣装を[まくJIあなJIわ(っつけれまくjの4つに分類しています。
みi それぞれ特徴は
ょ
っ

'VAIZ2 

4
諸
づ
t
含

A
1
r
d

[発問・活動の指示]

T : t世界の様々な民族衣装を「カタチの4つの分類jを使って分けてみよう。
16枚の民族衣装カードは、 fまくJIあなJIわ(つつ)J IはくJのどれかに4枚ずつ
分けられます。カードの情報をよく読んで分けてください。

JX 
族布! [解答]文字パスルによる島幸答

装 1T :答えは、カードの霊童に溶されています。「せーのjでめくってみてください。
をi カードをめくると言葉面には{まくJIあなJIわ(つつ)J Iはくjの文字が分割された文
義| 字パスεルになっている。正解だとパズルが紹みあがる。

しj
てI [解説}世界の民族衣装と文化

み 116の民族衣装を分類ごとに解説する。なぜその分類なのか、民族衣装の特徴、文化的背景、

よ
つ

F
h
u
 

q
J
 

※議入5分

令3~4人のクループ

@配布する物

ハサミ・ホチキス・布 (15X
100cm)・デッサンドール

ワークシート

※制作20分
※共有10分

令PPT資料を用いて解説
「まくJIあなJIわ(つつ)J Iは
くJの4つの特徴

※解説5分

唱静学生の作品を4つの区分に照
らし合わせて分類

※受理5分

※語審入5分

③配布するもの

民族衣装カード (16枚1セッ

ト)
φカードの情報をよく読むよう
に指示。喜震は晃せない。

※分類作業15分

※解答5分

令PPT資料を用いて解説
※解説15分

。授業の感想、を何人かに開く

感想シートを悉く。

※まとめ5分
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体的に、分類の正解、不正解を路認していく。

その後、 16の民族衣装を分類ごとに解説する。

なぜその分類なのか、民族衣装の特徴、文化的背

景、気候風土との関係、素材や模様の特徴などを

補足的に説明し授業を終える。

3. 教材「世界の畏族衣装~カタチの多
様性と共通性jの実践

実験授業は、文化学園大学現代文化学部閤際フ

ァッション学科スタイリスト・コーディネーター

コース3年生を対象に2012年7月30Bに実施し

た。参加学生は 34名であり、 3~4名の 9つのグ

ループを編成した。 以下、授業の椋子を記す。

3.1民族衣装を作ってみよう

学生たちは、すでに服装造形の基礎的なスキル

を身につけていることから、配布された材料から

スムーズにfIj出乍に耳Xりかかることカfできた。テやツ

サンドールに布をあてがいながら、イメージを膨

らませデイスカッションをしながら、 ililJ作を進め

ていた。

写真1 制作された作品例

多くのクループが、古代ギリシア、ローマ、近

年、漫画や映画で、話題となった『テルマエロマエJ
をイメージとして挙げ、「まくJ(掛布型)タイプ
の作品を制作した(写真l左)01むには、チャイ

ナドレスをイメージし体形型にあわせ「あなjや

36 

「はくJを組み合わせた作品(写真l右)などが

出来上がった。「まくJIあなJIわJIはくJの4
分類の特般を解説した後、学生たちに自分たちの

作品を分類させたところ9グループ中、 6グルー

プが「まくJに分類し、「わJIあな+はく」、「ま
く+あなJがそれぞれIグループずっという結果
であった。

3.2民族衣装を分類してみよう

4つの区分にカードを分類する活動は、正解不

正解があるクイズ的要素が含まれた活動であり、

カードの情報がヒントとなるよう仕掛けられた教

材である。学生たちは「正解Jしたいという思い
からか、カードの靖*Rを能動的に読解する様子や
グルーフγョで、意見交換しi高力して課題に取り組む
姿が見られた。

しかし、文字あわせによる解答を行ってみると

全問正解のチームはなく、「え ~J ゃ「あーっ J

といった声があがり、正解に驚いた様子であった。

これは併えば、タイのパー・チュンガベンのよう

に、見た目はズボンをはいているように見えるも

のでも、パー・ヌンという 1枚のIJ要布をズボン型

に巻いているなど、カードの情報を正確に読み解

かないと解けない問題が含まれていたためであ

る。解答後におこなった16穂額の民族衣装の解

説は、カードに舎かれた内容以上の詳しい情報を

示したが、熱心にW~l く学生が多く見られた。

4. 学習者の学び一事前・事後アンケー

トの結果から

本教材実践の事前、事後に受講生に回答しても

らったアンケート結果について述べる。

まず、事前アンケート (n= 32)では、「民族

衣装への興味・関心J(図1-1)、円[1っている民
族衣装J(凶1-2)、「民族衣装のイメージJ(図
1-5)の3点について尋ねた。

民族衣装への興味・関心については、半数主上

が「まああるjと回答し、「とてもあるJと合わ
せると 7割の学生が肯定的な関心を示した。また

「どちらともいえない」が約2割を占め、「あまり

ないJは6%と少数であった。
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n=32 

事前:知っている民族衣装(複数自答)

n口 34

デ
ザ
イ
ン
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他

形
態

怯
潜
方

機素
材

穫
祭

模
様
や
色

回1-2

20 

15 
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5 

。

n口 34

事前:民族衣装への爽昧・関心

口どちらともいえない

己あまり興味がわか
なかった

国1-1

(複数圏答)国1-4 事後:さらに学びたいこと

プレn=32/ポスト n=34

かっこし、L、

自斬新

ロダサい

密個性約

麗形式的

盟ふだん議

関正装

思その他

事後.民族衣装への興味関心の変化

フ。レ

ポスト

毘1-3

100% 80% 60% 40% 20% 0% 

事前・事後比較

事前・事後アンケート結巣

円

i
q
くリ

民族衣装のイメージ

図1

図1-5
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「知っている民族衣装J(白出記述・複数回答)
では、インドのサリ一、中国のチャイナドレス、

韓国のチマチョゴリの国答が多く、これらの合計

が全体の約6割を占め残りは少数であった。民族

衣装に関心を持ちつつも、具体的に知っている民

族衣装は、 i混わずかで、あるとの実態が浮かびあが
った。少数の回答では中国の旗砲や、タイのパー

シンなどが挙げられたが、いずれも留学生の匝答

であった。

事前アンケートでの「民族衣装のイメージJ(3 
つまで選択可)は「倒性的Jという鴎答が最も多
く、「形式的J1正装」と捉えている一方、ほほi可
数が「かわいいJ1おしゃれJとも捉えていたO
事技アンケート (n 34)では、「民族衣装へ

の興味・関心の変化J(図ト3)、「今後さらに学
びたいことJ(1jg"11-4)J民族衣装のイメージJ(~ 
1-5)を選択肢形式で尋ねたことに加え、「全体を

通してどのような学びがあったかJ1教材lでど
のような学びがあったかJ1教材2でどのような
学びがあったか」を自由記述形式で尋ねた。

「民族衣装への興味・関心の変化Jは、半数が「と
ても興味がわいたJと回答し、「まあ興味がわいたJ
と合わせると 9割の学生が民族衣装への興味を増

す結果となった。

「民族衣装へのイメージ」については、事前と

比較し、大きな変化は見られなかったが、 1]祈新J
や fふだん若Jという回答が増えている。
「さらに学びたいことJ(複数回答)では、「デ
ザインjや「色や文様jの回答が多かったが、今

回取り上げた「形態j以外の「種類J1素材J1機
能J1着方Jにも多くの学生が関心を示し、多面
的に民族衣装を学びたいと感じたことが伺われる

結果となった。

自由記述を一部抜1Ell-したものが、表3であるoA、

B、C、Dのコメントは、民族衣装の多様性に着

服したものであり、特にCやDは、そのことを面

白いと感じたり、さらに知りたいと興味が増した

ことを示唆している。 Eのように4つの分類があ

ることを知った、学んだというコメントは多くの

学生が記述している点であり、共通性に着眼した

ものである。 Fはさらに、分類によって認識でき
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表3 事後アンケートの結果(自由記述 一部抜粋)

A 民族衣装の特徴に大きく影響しているのがそれぞれの題
や地域の潔i克や歴史が作用していることを学びました。
B:世界の民族衣装を学び、いろいろな国のいろんな衣装が
あり、気緩や習慣にあった衣装を作って議ていたことを
学びました。
C:一言で民族衣装と言われでも、干有を巻きつけているよう
な物やチャイナドレスなどのようなものしか患い浮かば
なかったけれど、改めて色々な医や地域の民族衣装を晃
てみるとそれぞれの形状や布の使い方に込められた窓味
がたくさんあり商白いと思いました。
D : ffi罰によって民族衣装は、全然違うんだなと思いました。
デザインや色に意味があることなど初めて知ったことが
多かったです。今まではあまり興味がありませんでした
が、もっと色々な匿の民族衣装について知りたいと思い
ました。

主 民族衣装には、わ、まく、あな、はくと4つの穏類に分
類できるということがわかりました。
F:分類することによって世界中のいろいろな民族衣装が認
識できるようになって、もっと民旅衣装を競べたくなっ
た。
G:分類することで、絵や文章から読み取り、どういう作り
になっているのか現解することができ、今まで知らなか
った民族衣装も学ぶことができました。
H 見るだけでなく、実際にやってみて新たな発見がありま
した。想像して実際に作ってみるとこうなるんだ、と思
うことがありました。
I この授業は楽しいと思いました。ゲームの中で知識を学
びました。はじめに衣装を作ることから始め、次に知識
を学び、その知識をつかったゲーム活動をするという流
れでいい授業でした。
J 文や写真でもわからないところもあったので、もっと色々
な国の民族衣装を見てみたいと思いました。全部4つに
分類されていて根源は一緒ということを実感しました。
K:実際につくってみると、どうしても f切るJr縫う」と
いう衣装しか思いつかなかった。替の人は一枚の布でさ
まざまな巻吉方やデザインを考えていですごいと患いま
した。
L :匿によっては、縫ったり、切ったりもせずにただの一枚
の布からたくさんのパターンの服や斎方などがあるんだ
なと感じました。

るようになるという分類の意義までも理解したこ

とを示唆している。 G、日、 Iのように参加型学習

の手法を宵定的に捉えているコメントも複数見ら

れた。 Jは、実物への関心を示すものであると同

時に、「根源、は一緒J形の共通性を強く認識した
ことが伺える。 KやLは、民族衣装に見られるシ

ンプルな布の活用による多様な着方という特性に

ついて、現代の体形型の洋服と比較し新鮮なもの

と捉えている。この授業での学びを、今後の学び

や制作に活かしたいとのコメントを記述する学生

も複数見られた。
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5. 考察ー教育目標に対する到達度
表2の学習指導案に示した本教材の教育目標は

刀、下の通りであった。

{知識・理解}

(1 ) 役界には様々な民族衣装があり、その形態、は

いくつかのパターンに分類できることを知る。

(2) 世界の民族衣装は、その土地の気候や風土、

丈化と結びついて発達してきたことを理解する。

{技能}

(3) 分類パターンにもとづき、カードに害:かれた

情報を読み解きながら世界の民族衣装を分類する

ことができる。

{態度]

(4) メンバーとi窃力し、グループワークに主体的
に参加することができる。

(5) 民族衣装に関心をもち文化的多様性を肯定的

に受容することができる。

「知識・理fYtJ目標の(1)については、アンケー
ト記述Eのコメントに代表されるように、多くの

学生が4つの!玄分を理解したと考えられる。 (2)に

ついても Fの記述のような散見されており一定の

明解がなされたといえる。

「技能j日標である(3)については、全開正解す

るグループは見られなかったものの、「難しいj

とつぶやきながらも熱心にカードの靖報を読み解

こうという姿が観察されており、その様子はGの

記述や学習活動全体を肯定的に捉えているIの記

述からも読み取れる。むしろ、簡単に全問正解で

きないが、 14つの区分」の雑念を応用すること
である程度は、解けそうであるーという課題レベ

ルが学習者の意欲を喚起することにつながったと

考えられる。

「態度j自標の(4)についても、学習過程の多く

の場面で、協力し課題に取組む姿が見受けられた。

(5)の民族衣装への関心は、本実践の事前段階から

持っている学生が多かった(図1-1)が、事後で

は半数が「とても興味がわいた」とより|お心を強

く措くようになった(関1-3)。民族衣装に対す

るイメージもポジテイブまたは中立的なイメージ

がほとんどを占めており、ネガティブな回答はほ

とんど見られなかったことから、民族衣装に見ら

れる文化的多様性を受容できたと考えられる。

ただし、統計的に有意な結果を導くには今回の

実験授業のサンプル数は不足している。また、

後アンケートは、実験授業の産後にとったため、

この学習の効果がどの程度、学習者に定着したか

については、ある程度時間が経過した段階で何ら

かのmu定をする必要がある。特に、「態度jに関
しては短時間では変容させることは難しく、短期

的な反応である可能性を否定できないものとして

捉えるべきであろう。

6. まとめ
本研究では、ファッション教育においてグロー

パル人材を育成していくために、グローパル人材

の要素として挙げられた「異文化に対ーする理解」

を脊む教育実践の一事例として、民挟衣装を題材

とする教材開発を行いその実践と検証を試みた。

その結果、学習方法として取り入れた参加型学

習が、学生に能動的学びをもたらし、かつ、異文

化理解の視点として取り上げた文化的多様性と共

通性の受容という点で一定の効果が見られること

を示唆する結果が得られた。

しかしなカtら、ファッションビジネス官民j]xにお

けるグローパル人材が備えるべきコンピテンシー

が明らかではないため、本実践の教育目標そのも

のが適切であった否かについては十分に検証でき

ていない。したカ古って、そのコンピテンシーを明

らかにするなど、ファッション教育におけるグロ

ーパル人材の育成方略自体を検討することが大き

な課題である。他方、本実践の継続課題としては、

実験授業を繰り返し、サンプルデータを蓄積する

こと、さらに、民族衣装のカタチのみならずデザ

インや色、素材、機能といった多角的なアプロー

チからの異文化理解のためのファッション教育の

教材やカリキュラムを開発していくことが必要と

考える。
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